


第
三
回
御
殿
ま
る
ご
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

毎
年
大
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
当
企
画

を
、
本
年
度
は
北
条
で
発
生
し
た
竜
巻
か
ら

五
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
る
た
め
、
竜
巻

復
興
の
気
持
ち
も
込
め
て
、
春
の
北
条
市
と

同
時
開
催
と
し
ま
し
た
。

今
回
は
平
成
二
九
年
五
月
六
日
土
曜
日
の

一
日
の
み
の
開
催
で
、
計
十
六
店
舗
に
出
店

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の

具
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
カ
チ
を
作
る
「
手
作

り
長
屋
」
等
、
子
ど
も
向
け
の
企
画
も
実
施

さ
れ
、
子
ど
も
連
れ
の
来
場
者
に
も
大
変
好

評
で
し
た
。

五
五
〇
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、場
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

各
店
舗
で
は
、
来
場
者
と
出
店
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、
同

時
開
催
の
北
条
市
と
の
行
き
来
も
多
く
あ

り
、
北
条
全
体
の
盛
り
上
が
り
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

筑
波
山
麓
秋
祭
り
二
〇
一
七 

切
り
紙
研
究
家
・
下
中
菜
穂
さ
ん
に 

よ
る
二
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
背
守
り
」
と
「
秋
の
紋
切
り
」

筑
波
山
麓
秋
祭
り
の
企
画
の
一
環
と
し

て
、
平
成
二
九
年
一
一
月
三
日
に
、
毎
年
好

評
に
つ
き
恒
例
と
な
り
つ
つ
あ
る
切
り
紙
研

究
家
下
中
菜
穂
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

筑
波
山
麓
秋
祭
り
二
〇
一
七 

御
殿
で
過
ご
す
○
○
の
秋

毎
年
筑
波
山
麓
地
域
全
体
で
開
催
し
て
い

る
筑
波
山
麓
秋
祭
り
に
、
矢
中
の
杜
も
イ
ベ

ン
ト
開
催
と
い
う
形
で
参
画
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
平
成
二
九
年
一
〇
月
二
八
日
か
ら

一
一
月
五
日
ま
で
の
期
間
の
土
日
祝
で
開
催

を
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
企
画
立
案
を
行
う
今

ま
で
の
形
式
と
は
異
な
り
、「
色
々
な
こ
と

を
楽
し
め
る
秋
」
と
い
う
こ
と
か
ら
着
想
を

得
て
、
期
間
中
に
邸
宅
を
活
用
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
い
グ
ル
ー
プ
や
個
人
を
募

り
、
そ
れ
を
オ
ム
ニ
バ
ス
の
よ
う
に
実
施
す

る
形
式
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

「
果
た
し
て
手
を
挙
げ
る
人
は
い
る
の
だ

ろ
う
か
…
」
と
当
初
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

し
た
が
、
結
果
、
八
企
画
を
催
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
入
れ
替
わ

り
立
ち
替
わ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
「
色
と

り
ど
り
の
秋
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
、
手

応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

多
様
な
方
々
に
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
と
し
て
邸

宅
に
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
邸
宅
の
新

た
な
フ
ァ
ン
獲
得
に
も
一
役
買
っ
て
く
れ
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
子
ど
も
の
着

物
の
背
中
に
魔
除
け
の
意
味
も
込
め
て
縫
う

「
背
守
り
」
と
、
折
り
た
た
ん
だ
紙
を
切
っ

て
開
く
と
様
々
な
文
様
が
で
き
る
「
秋
の
紋

切
り
」
の
二
部
構
成
で
行
い
、
延
べ
二
七
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
の
部
の
「
背
守
り
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
初
め
て
針
を
持
つ
男
の
子
、
お
母

さ
ん
の
手
を
借
り
ず
に
最
後
ま
で
一
人
で
縫

い
上
げ
た
女
の
子
、
手
際
よ
く
仕
上
げ
て
お

隣
の
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
女
性
な
ど
微
笑

ま
し
い
光
景
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
一
つ
目
は
お
っ
か
な
び
っ
く
り
で

し
た
が
、
二
つ
目
以
降
は
慣
れ
た
の
か
、
ア

レ
ン
ジ
も
加
わ
っ
て
次
々
と
素
敵
な
作
品
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

午
後
の
部
の
「
秋
の
紋
切
り
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て
「
紋
切

り
型
」
を
切
り
、
竹
ひ
ご
に
付
け
て
風
に
揺

れ
る
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

午
前
の
部
同
様
、
み
な
さ
ん
旺
盛
な
制
作
意

欲
で
ど
ん
ど
ん
作
品
が
誕
生
し
ま
す
。
こ
れ

を
集
め
て
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
邸
宅
内
の
天
井
に
素
敵
な
影
が
浮
か
び

上
が
り
ま
し
た
。
大
人
が
歓
声
を
上
げ
た
く

ら
い
で
す
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ

ぎ
で
、
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。

二
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
も
、
静
か
な

「
芸
術
の
秋
」
と
い
う
よ
り
と
て
も
に
ぎ
や

か
で
和
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

1 第 1 回のマーケットから毎年出店していただ
いているぷにの家さんは、今回は女中部屋で出
店。部屋に合わせて服装も女中さんを意識して
雰囲気もばっちりでした

初出店の方も、それぞれのセンスで魅力溢れる
空間を作り上げておられました。　2 はんてん
屋さん＆暮らすこさん　3 友朋堂書店さん　4 田
中アルバさん　5 Tea to Te さん
6 汗ばむほどの陽気の中、大変多くの方々で賑
わいました

7 子どもたちも真剣そのもの　8 作品を作る前に下中さんから紋切の歴史につい
て学びます　9 初開催の「背守り」ワークショップ。一つの机を囲んで、多様な
背守りの見本に参加者からは感嘆の声があがりました　10 紋切作品にライトを
当てると、幻想的な影が浮かび上がりました

11 大盛況だったヨガ企画。終了後は皆さんとても
清々しい顔になっていました　12 本館座敷では、
紅葉の襖絵を背景にお茶会が開かれました
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N

ベランダ

五畳間

⑤

三畳間

⑥
暖炉のある応接

間

⑦
床の間のある応

接間

付書院

トコ

暖
炉

表玄関

風呂

炊事場

石蔵

表玄関表玄関表玄関

六畳間

②玄関ホール
物置室

③四畳間

④居間
⑥座敷

⑤書斎

廊下２

⑦女中室

⑧
内玄関

⑨台所
廊下
１

⑩
洗面室

⑪
小便所

大便所

トコ

卍

①玄関
便所

②玄関ホール

納戸

③食堂
①地下室

大谷石造りの空間
には、当時は

様々なものが収蔵
されていました。

現在はイベントなど
でも活用され

ています。

②玄関　

入ってすぐの土間
には「布目タイ

ル」が敷かれ、玄
関ホールに上

がると「格天井（ご
うてんじょう）」

やケヤキの一枚板
を贅沢に用い

た床など、来客を
最初に迎える

空間としての設え
が印象的です。

また、天井照明周
りの換気用ス

リットは、暖かい湿
った空気を天

井裏へ通し、外部
に排気して室

内にこもらせない
ためのもので、

周りの建具の足元
には換気がで

きるスライド式の無
双窓が取り入

れられています。い
ずれも木造住

宅の大敵である湿
気から建物を

守る工夫です。

③五層窓　

外から内に向かっ
て、雨戸、硝

子窓、カーテン（
当時）、網戸、

障子戸という五
層構造になっ

ている窓です。矢
中龍次郎氏が

考案し、命名しま
した。夏は障

子戸を網戸に建て
替えられる

ようになっていま
す。

④居間
調度品とともに、

昭和の面影を

感じさせる部屋で
す。南側の源

氏襖、北側の雪見
障子、その上

部の欄間など、デ
ザインに富む

建具も見所です。

夏は窓や戸を開け
ると風の通

り道となるため、
とても涼しく

過ごすことができ
、冬はみんな

で炬燵を囲んで暖
をとれる、守

り人にとっても
大切な“居間”

です。

南立面図 South Elevation

北立面図 North Elevation

別館 断面図 Bekkan Section

平面図 1F Plan

平面図 B1F Plan

*図面は全て1/200

平面図 2F Plan

①別館玄関

本館の玄関同様
、布目タイルを

使っています。別館
の玄関は、本

館を通らずに庭園
を回遊して直

接お客様をお迎
えできるように

なっています。

②別館玄関ホー
ル

東洋風のデザイン
の建具が設置

され、漆塗りで仕
上げられてい

ます。

③別館食堂

14畳の広さを持つ
この部屋は、

主にお食事でお
客様をおもて

なしするために
使われていま

した。西側一面の
杉戸絵は、矢

中龍次郎氏の友
人である日本

画家の南部春邦
氏によるもの

です。鴨居上には
、北川金鱗氏

の描い た当時の
国立公園12

箇所の水墨画が
四周に巡らさ

れ、全国の名勝が
楽しめます。

窓際の造り付け
の棚は、サク

ラで作られてい
ます。特に天

板は5m以上の長さを
誇る一

枚板です。当時か
ら大変貴重

な材料でした。

④階段
総ケヤキづくり

で漆塗りの階

段です。足元にお
気をつけく

ださい。

⑤書斎
椅子で過ごす書斎

は、天井を高

く感じさせるため
、天井の四隅

に斜めの材が入っ
ています。雪

華模様の襖、とて
も細やかに作

られた筬（おさ）欄
間も、印象的

です。机や本棚に
は、当時の文

具や書籍も多数残
っています。

⑥座敷
床柱は、とても杢

目（もくめ）の

美しいモミジの銘
木です。それ

に合わせて、襖絵
は紅葉と菊水。

6枚の襖は一続き
の画となっ

ています。当時は
この部屋から、

滝や池、築山など
の美しい庭園

を鑑賞でき、庭園
の向こうには

筑波山が借景と
して楽しめま

した。

⑦女中室

女中さんのお部屋
です。実用第

一に作られていま
す。

⑧内玄関　

ご家族が普段か
ら使った出入

口です。

⑨台所　

木製の冷蔵庫や簡
易かまど、初

期の電気炊飯器、
ガスオーブン

など当時使われ
ていたものが

残っています。現
在も現役の台

所として活躍中で
す。

⑩洗面脱衣所　

天井は湿気に強
い網代（あ じ

ろ）天井です。お
風呂からの湿

気をこもらせな
いための天井

の換気用スリッ
トや建具の無

双窓も見られます
。

⑪便所　

現在も使用できま
す。廊下の札

を返してご利用く
ださい。

⑤矢中式陸屋根

ここから本館の
屋根を眺める

ことができます。
木造でありな

がら水平の陸屋
根（ろくやね）

が施工されてい
ます。「矢中式

陸屋根」という
登録商標を持

つ矢中龍次郎氏
の工夫の一つ。

一般的に防水処
理の問題から

作るのが難しいと
される「木造

の陸屋根」を実現
させたことは、

建築学的にも大
変貴重な事例

です。

⑥別館 暖炉のある応接
間

邸宅内でも最も
格の高い部屋

が、この2部屋続きの応接
間で

す。西側には大
谷石で作られ

た暖炉（当時から
電気式）が見

られます。天井
と壁の境目の

白い壁は「あり壁
」とい、天井

を高く見せる工
夫です。襖は

西陣織が貼られ
ていると言わ

れています。

⑦別館 床の間のある応
接間

奥の応接間は床
の間、付書院、

床脇棚のある本
格和室。使わ

れている木材は
すべて美しい

スギの柾目材。床
柱はスギの

四方柾と言われて
います。

階段

大谷石

階段

①地下室

別館（迎賓棟） Bekkan: The Guest House

別館

本館（居住棟） Honkan: The Main House

本館

矢中龍次郎氏の
想い

Thought  of Ryujiro Yanaka

施主である矢中龍
次郎氏は、実業家

として

成功し、故郷に錦
を飾るように旧矢

中邸（現

在の矢中の杜）を
建築されました。

建材研究家でもあ
る矢中氏には、建

築に対

する明確な意志が
あり、それが旧矢

中邸に

生かされています
。矢中御殿と呼ば

れた華

やかで豪華な意匠
も見事ですが、近

代を生

きた矢中氏が考
える「建築とはどう

あるべき

か」という問いの
答えを具体的かつ

実験的

に示している、そう
いった意味でも見

応えの

ある邸宅です。

特に換気につい
ての工夫は、邸宅

の保存

に欠かせない性能
を発揮しています

。

「日本の高温多
湿の気候には、木

造の建物

があっているが、
それには弱点もあ

る。湿気

による建築材料の
腐朽やカビなどの

発生に

より、耐久性を損
ない、保健衛生上

もよろし

くない。防水防湿
を考慮した建築が

必要と

されている。」との
考えから、邸宅内

の各所

に自然の循環に
よる換気がなされ

るよう設

計されています。

室内の湿気対策
として、建具の足

元の無

双窓や、照明器具
周りの排気口など

が、設

計段階から計画さ
れ、自然に新鮮な

空気が

入り、湿気が外に
出て行くシステム

として設

置されています。

矢中氏が亡くなら
れてから、現在の

保存活

用の取り組みが始
まるまでの約40年、ほぼ

使われることのな
かった邸宅を静か

に守って

いたのはこの換気
システムであった

と言われ

ています。

これは当時新しく
輸入された資材や

技術を、

日本の風土にあっ
た形で利用するた

めであ

り、伝統的に使わ
れてきた木材や土

、漆喰

などを、よりよく活
用するためでもあ

って、意

欲に満ちた矢中氏
の取り組みです。

矢中龍次郎氏の
施した仕組みに守

られ、矢

中の杜は、時を経
た今も、私たちを

魅了しつ

づけています。
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つ
く
ば
ね
学

茨
城
県
立
筑
波
高
校
の
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
「
つ
く
ば
ね
学
」
の
実
習
受
け
入
れ
先
と

し
て
、
本
年
度
も
協
力
し
ま
し
た
。
実
習
は

九
月
か
ら
開
始
の
た
め
、
本
年
度
の
四
月
か

ら
七
月
ま
で
は
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
三
年

生
に
進
学
し
た
四
名
を
、
九
月
以
降
は
新
た

北
条
小
学
校
ク
リ
ー
ン
作
戦

毎
年
、
矢
中
の
杜
の
隣
の
北
条
小
学
校
の

児
童
の
皆
さ
ん
が
、
矢
中
の
杜
清
掃
作
業
に

協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
基
本

的
に
、
つ
く
ば
ね
学
と
同
日
に
行
い
、
高
校

生
と
一
緒
に
庭
の
掃
除
や
花
壇
の
植
え
替
え

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
一
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
た
く
さ
ん
の
児
童
の
皆
さ
ん

が
元
気
に
作
業
を
し
て
く
れ
、
作
業
中
は
、

子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な
声
で
矢
中
の
杜
も

活
気
に
あ
ふ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
す
が
、
平
成

二
九
年
度
で
の
北
条
小
学
校
閉
校
に
伴
い
、

本
年
度
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
元
気
な
子

ど
も
達
と
の
関
係
に
一
度
ピ
リ
オ
ド
が
打
た

れ
る
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
新
し
く
ス
タ
ー

ト
す
る
秀
峰
筑
波
義
務
教
育
学
校
の
児
童
、

生
徒
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を

祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
二
年
生
四
名
を
受
け
入
れ
て
実
施
し
ま
し

た
。三

年
生
は
、
実
習
課
題
と
し
て
「
寄
贈
品

の
目
録
作
り
」
を
主
な
目
標
と
し
ま
し
た
。

寄
贈
品
の
清
拭
と
整
理
、
目
録
を
作
り
、
種

類
や
数
を
明
確
に
す
る
、
と
い
う
作
業
に
挑

戦
し
て
も
ら
い
、
そ
の
様
子
は
新
聞
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
そ
れ
以
外
に
も
、

障
子
の
張
替
え
体
験
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

九
月
か
ら
始
ま
っ
た
二
年
生
の
実
習
は
、

ま
ず
は
矢
中
の
杜
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
邸
宅
や
庭
園
の
掃
除
や
網
戸
と

障
子
戸
の
入
れ
替
え
、
軸
の
掛
け
替
え
、
雛

飾
り
な
ど
邸
宅
保
存
管
理
の
体
験
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
邸
宅
利
用
の
際

に
使
え
る
備
品
類
の
採
寸
と
数
の
確
認
を
し

て
、
目
録
作
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二

年
生
た
ち
は
、翌
年
度
は
三
年
生
と
な
っ
て
、

引
き
続
き
実
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

長
期
間
に
渡
り
、
高
校
生
が
関
わ
っ
て
く

れ
る
こ
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
に
も
よ
い

刺
激
や
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
高

校
生
達
も
、
年
賀
状
を
く
れ
る
な
ど
、
交
流

が
続
い
て
い
ま
す
。

新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

活
動
当
初
に
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

現
在
の
活
動
に
即
し
た
も
の
に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。事

務
局
の
み
で
作
成
す
る
形
で
は
な
く
、

会
員
み
ん
な
で
作
っ
た
も
の
と
す
る
た
め

に
、
作
成
の
企
画
段
階
で
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。会
員
で
あ
り
、

筑
波
大
学
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
の
原

忠
信
准
教
授
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て「
矢
中
の
杜
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」

「
何
が
魅
力
？
」
と
い
っ
た
根
本
的
な
と
こ

ろ
か
ら
掘
り
下
げ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

も
ち
ろ
ん
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
の
役
に
立
つ

と
と
も
に
、
参
加
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、
得
が
た
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
デ
ザ
イ
ン
に
も
妥

協
す
る
こ
と
な
く
、
丁
寧
に
校
正
を
積
み
重

ね
て
い
き
、
最
終
的
に
は
、
自
信
を
も
っ
て

配
布
が
で
き
る
よ
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
も
ぜ
ひ
お
手

に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1 新リーフレット制作に向けて、守り人たちで矢
中の杜に関するイメージや魅力を共有するため
のワークショップを行いました　2 2 回目のワー
クショップは、矢中の杜のイメージを写真やイ
ラストなどのビジュアルで表現してみるという
もの。無数の雑誌の切り抜きの中から、“ 矢中の
杜っぽい ” と思う画像を選びました　3 各人が選
んだ画像の中から、さらに絞り込むため、意見
を出し合います　4 最終的には 9 つのテーマに対
して一枚ずつ画像を選び、「矢中の杜」をビジュ
アル的に表現するどうなるかを共有しました

7 9 月から新たに実習に来ている 2 年
生。2 月には、お雛様を飾る作業も体
験しました　8 前年度から実習に来て
いる 3 年生にとって最後の実習の日に
は、障子の張替え体験をしました。地
元のベテランボランティアの指導を受
けながら、慎重に作業しました　9 備
品の計測や記録にも取り組みました

5 クリーン作戦最後の日まで、全学年の児童が
一生懸命に取り組んでくれました　6 筑波高校
の学生と北条小学校の児童とで協力して、庭園
を綺麗にしてくれました

5

6

7

9 8

至筑西・筑波山

至下妻

至土浦

　筑波交流●センター　

●ESSO

常陽銀行筑波支店
●

●筑波高校

●八坂神社カスミ●

■矢中の杜

P
内町下
交差点

　 ●
カフェ
ポステン

至筑波山
つ
く
ば
道

P
 北条小学校（2018年 3月閉校）

　●
北条ふれあい館

(徒歩 5分 )

つくばりんりんロード

国道125号

つくば駅からのアクセス Access from Tsukuba Sta.
バス
Bus

つくバス小田シャトル乗車、北条仲町下車 徒歩1分

Take Tsukubasu bound for Oda,get off at Hojo Nakamachi stop .

It takes approximately 1 minute on foot from there.

クルマ
Car

学園東大通りを筑波山方面へ約12km→田中交差点で

右折→内町下交差点を北条市街方面へ直進し、

道なりに約1kmTake the Gakuen Higashiodori boulevard towards Mt. Tsukuba for 

approximately 12 km, turn right at the Tanaka intersection, go 

straight through Uchimachishita intersection towards Hojo district 

and follow the road for approximately 1 km.

邸宅の公開と利用についてUser Guide
矢中の杜では邸宅を知っていただくため、毎週土曜日（11時か

ら16時）に邸宅公開を行っています。11時、13時、15時にはガ

イドツアーも実施。公式ガイドが邸宅をご案内いたします。

また、作品等の展示販売、公演、イベントなどに邸宅をお使い

いただけます。利用の詳しい内容は、“矢中の杜”の守り人事務

局までお問い合わせください。＊邸宅の見学、利用の際は邸宅維持修繕協力金をいただい

ています。邸宅の維持管理のために使わせていただきます。

We’re open on Saturdays. We have guided tours starting at 11 am, 1 pm 

and 3 pm. If you have any questions, please contact our of�ce. 

*We charge coorperation fee for maintenance of the residence.守り人募集中 Volunteers Needed
“矢中の杜”の守り人では、活動に参加、応援していただく会員を

随時募集しています。ぜひご一緒に昭和の邸宅の面白さを味わ

いましょう。
We are always looking for volunteers willing to help. If you are interested and 

would like to support our organization, please contact us without hesitation .

お問い合わせ ContactNPO法人“矢中の杜”の守り人 事務局
NPO Yanaka no mori no Moribito of�ce
住所 〒300-4231 つくば市北条94-1

Address 94-1 Hojo, Tsukuba, Ibaraki 300-4231 Japan

Tel.  090-6303-4531 （10:00 am – 5:00 pm JST）

Email yanaka.no.mori@gmail.com
Website http://www.yanakanomori.org/

つくば市北条 国登録有形文化財 矢中の杜

The tangible cultural property The old mansion of Yanaka no mori

つくば市北条 国登録有形文化財 矢中の杜

The tangible cultural property The old mansion of Yanaka no mori

矢中の杜
 本館  The Main House

筑波山麓の
北条地区に

建つ旧矢中
邸は、昭和

13年から28年

にかけて建
設された近

代和風住宅
です。建材

研究家・矢
中龍

次郎氏が建
てたこの邸

宅は、伝統
的な日本建

築をベース
としな

がら近代の
和洋折衷の

様式も随所
に取り入れ

た豪邸で、
かつて

は「矢中御
殿」とも呼

ばれていま
した。居住

棟として建
てられた本

館は、木造
平屋建で、

一部に大谷
石造の地下

室もありま
す。特

徴的な陸屋
根や山吹色

の外壁のほ
か、随所に

設けられた
通気

口、部屋ご
とに異なる

建具、建設
当時のまま

残る調度品
や設備

など、多様
な魅力に満

ちています。 The former Yanaka residence built in the Hojo district at the foot of Mt. Tsukuba is a 

modern Japanese-style house built between 1938 and 1953. Built by Ryujiro Yanaka, 

a building material researcher, this building is a mixture of traditional Japanese and 

modern architecture. Which once used to be called Yanakagoten; Yanaka Mansion. Built as 

a residence, the main building is constructed of wood, and the basement is built with 

Ooya stone. Besides the distinctive flat roof and the bright golden colored outer walls, the 

other varied characteristics of this residency include ventilation openings, various screen 

door paintings, and the original furniture left at the time of construction.

NPO法人“矢中
の杜”の守

り人とは About the NPO

NPO法人“矢
中の杜”の

守り人は、「
旧矢中邸」

を新たに「
矢中

の杜」とし
て再生し、

矢中の杜の
維持管理、

及び、毎週
土曜日

の邸宅公開
をはじめと

した、様々
な保存活用

事業を行っ
ています。

守り人と呼
ばれる会員

が中心にな
り運営され

ている特定
非営利

活動法人で
す。“矢中の

杜”の守り
人では、活

動に参加、
応援して

いただく会
員を随時募

集していま
す。ぜひご

一緒に昭和
の邸宅

の面白さを
味わいまし

ょう。 The NPO “Yanaka no Mori” no Moribito has rebuilt the “Former Yanaka Residence” as a 

new “Yanaka no Mori”, maintaining the residence, and opening the house every 

Saturday. This is a speci�ed nonpro�t organization that is operated mainly 

by members called Moribito. We have done various preservation utilization 

projects. As Moribito’s of “Yanaka no Mori”, we would like to kindly ask you to 

join us. Let’s enjoy this unique mansion together.

矢中の杜
 別館  The Guest House

別館は「皇
族のような

上流階級の
人を々迎賓でき

るように」と
いう

意図で建て
られた迎賓

棟です。構
造は、1階は

鉄筋コンク
リート造、

2階は木造
となってお

り、内部に
は豪華絢爛

で格式高い
意匠が

随所に見ら
れます。ずら

りと並んだ
色鮮やかな

板戸絵、サ
クラや

ケヤキ、スギ
などの見事

な銘木、天
井高の高い

空間作り、
特注の

調度品など
、見所に尽

きません。ま
た、別館も

本館同様、
矢中龍

次郎氏がこ
だわった通

気の工夫が
至るところに

配されてい
ます。

Annex is a guest house built with the intention to be able to welcome the 

royal family. The structure is reinforced concrete on the first floor and 

wooden on the second floor. Luxurious and high-class designs constructed 

from zelkova, cedar and cherry trees, colorful screen door pictures, high 

ceilings, custom-made furniture, and so on can be seen in the interior. 

In addition, the ventilation system engineered by Ryujiro Yanaka can be 

observed in both the main building and the guest house.

施主 矢中龍次
郎  Owner Ryujiro Yanaka 

北条出身の
矢中龍次郎

氏は、セメ
ント防水剤

「マノール
」をはじ

めとした建
材の研究家

であり、油
脂化工社（

現在の株式
会社マ

ノール）を創
業した実業

家です。 晩年に至る
まで、建材

の研究や発
明、製品化

に従事しま
した。昭

和11年に帝国
発明協会か

らの表彰を
受け、昭和

30年には紫

綬褒章を受
賞するなど

、多大な功
績を残して

います。
Yanaka Ryujiro, born in Hojo district (1878 – 1965), was a researcher who 

invented waterproof material Manol for cement. He further established 

Yushikakosha, nowadays called MANOL CO., LTD.

Up until the last years of his life, he continued to research, invent and 

manufacture construction materials. He received an acknowledgement from 

Imperial Association of Inventions, and a Medal with Purple Ribbon in 1936 

and 1955, respectively. Ryujiro Yanaka has left many achievements in the field 

of construction materials.
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草
取
り
＆
ド
ク
ダ
ミ
染
め
の
会

平
成
二
九
年
六
月
一
〇
日
に
、
邸
宅
内
に
大
量

発
生
し
て
い
た
ド
ク
ダ
ミ
を
中
心
と
し
た
草
取
り

と
、
そ
の
と
っ
た
ド
ク
ダ
ミ
を
使
っ
た
ド
ク
ダ
ミ

染
め
を
同
時
に
実
施
し
て
楽
し
む
と
い
う
企
画
を

実
施
し
ま
し
た
。
た
だ
の
草
取
り
で
は
気
が
滅
入

り
が
ち
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
新
趣
向
を
こ
ら
す

こ
と
で
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
に
は
摘
み
た
て
（
？
）
の
ド
ク
ダ

ミ
を
天
ぷ
ら
で
い
た
だ
く
と
い
う
、
中
々
得
が
た

い
経
験
も
で
き
ま
し
た
。
味
は
中
々
「
乙
」
な
も

の
で
、
新
鮮
な
感
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。

草
取
り
に
は
、
北
条
街
づ
く
り
振
興
会
の
皆
様

に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
庭
園
を
広
く
す
っ
き
り

と
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1ツアーのスタートは「北条ふれあい館」こと
旧田村呉服店から。北条街づくり振興会の坂入
会長がガイドを務めました　2最後には矢中の
杜の居間にてお茶タイム。理事長からは文化財
登録申請の体験談や苦労話もお伝えしました

8まずはドクダミの草取りから
9取ったドクダミや、その他の野
草を天ぷらにしてみました。意
外と美味でした

10大日苑外観。洋館と和館が並列しています
11保存会の野口さんに大日苑の歴史や保存活動
について説明していただきました

活 動 報 告

7　矢中の杜 2017 活動報告　6

乙
女
の
つ
く
ば
道
二
〇
一
七 

国
登
録
文
化
財
巡
り
in
北
条

乙
女
の
つ
く
ば
道
の
参
加
企
画
と
し
て
、

本
年
度
は
、
北
条
に
存
す
る
国
登
録
有
形
文

化
財
４
軒
を
巡
り
、
魅
力
を
伝
え
る
「
国
登

録
文
化
財
巡
り
」
を
平
成
二
九
年
四
月
一
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

北
条
ふ
れ
あ
い
館
→
宮
本
家
住
宅
→
カ

フ
ェ
ポ
ス
テ
ン
→
矢
中
の
杜
の
順
で
、
そ
れ

ぞ
れ
ガ
イ
ド
付
き
で
巡
り
ま
し
た
。
募
集
段

階
で
は
二
〇
名
と
し
て
い
た
定
員
を
上
回
る

二
三
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
多
く
の
方
が
北
条
の
文
化
財
に
対

し
て
興
味
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を

実
感
し
、
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

矢
中
の
杜
の
紹
介
に
お
い
て
も
、
普
段
の

ガ
イ
ド
の
ス
タ
イ
ル
と
は
異
な
り
、
文
化
財

登
録
申
請
の
裏
話
を
加
え
る
な
ど
、
い
つ
も

と
趣
向
を
変
え
る
こ
と
で
新
た
な
気
づ
き
も

あ
り
ま
し
た
。

矢
中
の
杜
の
居
間
で
、
北
条
米
ス
ク
リ
ー

ム
さ
く
ら
味
や
菓
子
工
房
チ
ャ
イ
カ
の
焼
き

菓
子
と
お
茶
を
提
供
し
、
参
加
者
の
皆
様
か

ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
大
日
苑
」
見
学

平
成
二
九
年
九
月
一
八
日
に
、
建
築
の
見

学
と
保
存
活
動
の
様
子
を
教
え
て
い
た
だ
こ

う
と
、
茨
城
県
稲
敷
市
江
戸
崎
に
あ
る
大
日

苑
（
旧
植
竹
庄
兵
衛
邸
）
を
訪
問
し
ま
し

た
。
矢
中
の
杜
と
同
時
代
に
建
て
ら
れ
た
邸

宅
で
、
保
存
活
用
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

か
ら
、
パ
ワ
フ
ル
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

年
末
大
掃
除

毎
年
、
年
の
最
後
は
大
掃
除
で
活
動
収
め

と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
一
二
月
二
三
日

に
開
催
し
、
会
員
の
み
な
ら
ず
一
般
の
方
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
会
員
含
め

九
名
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
普
段
会
え
な
い
会
員
も
、
大
掃

除
の
日
に
は
「
な
ん
と
か
こ
れ
た
よ
！
」
と

お
い
で
い
た
だ
く
方
が
毎
年
多
く
、
忘
年
会

の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
今
回
は
初
め
て
参
加
の
方
も
多
く
、

楽
し
い
大
掃
除
と
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
掃
除
は
全
力
で
お
こ
な
い
、
普

段
実
施
で
き
な
い
照
明
器
具
の
掃
除
や
、
廊

下
の
糠
ぞ
う
き
ん
が
け
等
に
取
り
組
み
、

す
っ
き
り
と
し
た
気
持
ち
で
一
年
の
活
動
を

締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
掃
除
終
了
後
は
、
会
員
で
も
あ

る
菓
子
工
房
チ
ャ
イ
カ
さ
ん
の
お
い
し
い
お

菓
子
と
お
茶
で
、
お
疲
れ
会
も
開
催
し
ま
し

た
。

ク
ス
ノ
キ
の
枝
下
ろ
し

矢
中
の
杜
の
前
庭
に
あ
る
二
本
の
ク
ス
ノ

キ
の
大
規
模
な
剪
定
作
業
を
、
平
成
二
九
年

六
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ク
ス
ノ
キ
は
、
緑
の
葉
陰
と
涼
し
い

風
を
届
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
庭
木
と

し
て
は
大
き
く
成
長
し
す
ぎ
、
落
葉
等
に
よ

り
隣
家
に
も
大
き
な
迷
惑
を
か
け
る
状
態
が

続
い
た
り
、
邸
宅
公
開
時
の
清
掃
も
追
い
つ

か
な
い
よ
う
な
事
態
に
も
な
り
、
決
断
い
た

し
ま
し
た
。

素
人
の
手
で
簡
単
に
下
ろ
せ
る
状
態
か
ら

は
大
き
く
過
ぎ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
工
事

費
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
員
の
皆

様
は
じ
め
、
一
般
に
募
金
を
募
り
ま
し
た
。

結
果
、
総
額
で
一
五
三
、三
二
〇
円
の
ご

支
援
を
頂
戴
し
、
全
額
工
事
費
に
充
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
工
事
も
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ク
ス
ノ
キ
は
、
丸
坊
主
に
近
い
く
ら
い
手

を
い
れ
ま
し
た
が
、
さ
す
が
プ
ロ
の
技
で
、

現
在
は
ま
た
す
く
す
く
と
枝
葉
を
の
ば
し
て

い
ま
す
。

3剪定工事は会員でもある「東造園」さんに行って
いただきました　4剪定後はかなりスッキリしまし
た。前庭も見違えるほど日当たりが良くなりました

5・6内と外で分担しながら、皆で窓ガラスの拭き掃除。ピカピ
カになりました　7最後は菓子工房チャイカさんの美味しいお菓
子を囲みながら、一年の労をねぎらいました

1

2

34

5

678

1011
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年 月 日 活動内容
2017 4 1 国登録文化財巡り in 北条（ゆけゆけ乙女のつくば道 2017 参加企画）

5 6 御殿まるごとマーケット（北条市との同時開催）
5 28 総会・第１回デザインワークショップ
6 10 草刈り＋ドクダミ染の会
6 20 前庭　クスノキ枝下ろし工事（〜 23 日）
7 15 第 2 回デザインワークショップ

御殿まるごとマーケット打ち上げ会
8 12 夏季休業（〜 18 日）
9 18 守り人満喫デー「大日苑」見学
10 28 筑波山麓秋祭り 2017 参加（〜 11 月 5 日）

『切り紙研究家下中菜穂さんによる２つのワークショップ「背守り」と「秋の紋切り」』
「御殿で過ごす〇〇の秋」　開催

11 11 邸宅利用「屋久杉天然ブレスレット作り体験」
国登録文化財巡り in 北条（主催：楽楽大学）

12 2 つくばね学　発表会
12 23 年末大掃除
12 24 年末年始休業（〜 2018 年 1 月 7 日）

2018 3 10 邸宅利用「ヨガ×チャイカ」

年 月 日 掲載誌など名称 掲載内容
2017 4 中旬 つくばロケ地探訪マップ つくば観光コンべンション協会発行　ロケ地活用実績紹介

4 29 常陽リビング 「御殿まるごとマーケット」紹介記事
5 1 常陽リビング web 版 「御殿まるごとマーケット」紹介記事
5 1 月刊 ezpress 5 月号 「御殿まるごとマーケット」紹介記事
5 2 月刊 ezpress 5 月号 web 版 「御殿まるごとマーケット」紹介記事
5 2 茨城新聞 IBS　MUSIC STATE「御殿まるごとマーケット」紹介インタビュー
5 4 茨城新聞 「御殿まるごとマーケット」紹介記事
5 6 茨城新聞 「復興からの再生へ つくば竜巻 5 年 下」の記事内で

“ 矢中の杜 ” の守り人の紹介
6 日本ナショナルトラスト HP 「東日本大震災　自然・文化遺産復興プロジェクト」ページ

支援対象遺産として紹介
7 6 茨城県教育委員会 HP

フォトニュース
6 月 16 日実施の「つくばね学」紹介

7 中旬 筑波山 MAP vol.19 つくばエクスプレス発行 邸宅紹介
8 17 読売新聞 地域版 「つくばの歴史 実習で学ぶ」の記事内で「つくばね学」紹介
8 30 茨城新聞 「ひときらり」理事長（井上）紹介
9 末 つくばスタイル縁日 2017

秋の催し案内マップ
「いつでも縁日」の場として邸宅紹介

10 21 常陽リビング 筑波山麓秋祭り 2017 広告内に「背守り」と「秋の紋切り」
ワークショップ紹介

10 25 朝日新聞 茨城版 「ぴーぷる」に理事長（井上）紹介
10 28 常陽リビング 10 月 21 日版「背守り」と「秋の紋切り」ワークショップ紹介の訂正文
12 8 毎日新聞 茨城版 「いばらき魅力見つけ隊」に邸宅公開と活動の紹介

2018 3 1 月刊みと 「EVENT」PICK UP! に「御殿まるごとマーケット 2018」の開催紹介
3 30 茨城新聞 県南県西版 「御殿まるごとマーケット 2018」紹介記事

正会員 19 名 ／ 友の会会員 19 名
賛助会員 10 名 ／ ボランティア会員 21 名 計 69 名

活動履歴

主なメディア掲載

NPO 会員数（2018 年 3月 31日現在）

平成 29 年度邸宅公開アンケート

活 動 報 告
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邸宅公開アンケート結果


